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福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
一
〇
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
未
曽
有
の

大
事
故
の
原
因
や
被
ば
く
の
全
貌
が
曖
昧
に
さ
れ
た
ま
ま
、
年
月
が

過
ぎ
て
行
く
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
は

子
ど
も
達
を
襲
っ
た
小
児
甲
状
腺
が
ん
の
原
因
に
つ
い
て
「
被
ば
く

が
影
響
と
は
考
え
難
い
」
と
い
う
福
島
県
民
健
康
調
査
検
討
委
員
会

の
見
解
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
一
〇
年
の
歳
月
は
「
原

発
事
故
に
よ
る
被
ば
く
が
原
因
で
あ
る
」
こ
と
の
決
定
的
な
証
拠
を

誰
の
眼
に
も
明
ら
か
に
し
始
め
ま
し
た
。

事
故
が
な
け
れ
ば
全
国
平
均
並
で
あ
っ
た
は
ず

第
１
図
は

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
や
福
島
県
が
ん
登
録
の
公
式

統
計
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
一
九
歳
以
下
の
子
ど
も
達
の
毎
年
の

「
甲
状
腺
が
ん
発
症
数
（
十
万
人
当
り
）
」
で
す
。
⓵
福
島
県
は

全
国
と
比
較
し
て
事
故
後
著
し
く
増
加
し
て
お
り
全
国
と
の
差
が

過
剰
発
生
と
な
り
ま
す
。
⓶
事
故
後
一
年
で
急
増
し
二
年
後
に
頂
点

を
迎
え
、
そ
の
後
減
少
傾
向
で
す
が
二
〇
一
七
年
で
も
全
国
の
七
・

五
倍
の
罹
患
率
で
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
類
似
し
た
罹
患
者
数
の
増
加
と
減
少

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
る
「
小
児
甲
状
腺
が
ん
手
術
数
」
の

グ
ラ
フ
と
比
較
し
て
、
福
島
は
事
故
一
年
後
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は

四
年
後
か
ら
増
加
と
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
同
じ
増
加
傾
向

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
放
射
性
ヨ
ウ
素
１
３
１
が
事
故
時
に

子
ど
も
達
を
襲
い
甲
状
腺
を
被
ば
く
さ
せ
多
数
の
小
児
甲
状
腺
が
ん

を
発
症
さ
せ
ま
し
た
。
事
故
被
ば
く
世
代
は
成
長
し
順
次
統
計
対
象

か
ら
外
れ
て
行
き
、
代
わ
っ
て
事
故
終
息
後
に
生
ま
れ
被
ば
く
し
な

か
っ
た
世
代
が
統
計
対
象
と
な
り
が
ん
罹
患
者
数
が
減
少
し
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
ィ
リ
事
故
か
ら
一
〇
年
」

合
同
国
際
会
議
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
Ｅ
Ｕ
）
で
は
第
二
図
の
一

九
九
五
年
ま
で
の
グ
ラ
フ
が
提
示
さ
れ
、
被
ば
く
量
や
地
域
差
も
検

討
さ
れ
、
事
故
と
の
因
果
関
係
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

詳しくは 当会ホームページ「再処理・以下を参照
http://sanriku.my.coocan.jp/190719hukusima.pdf
http://sanriku.my.coocan.jp/08_17hukusimathy.pdf
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集
会
で
は
Ｆ
ｏ
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン

の
吉
田
明
子
さ
ん
が
「
未
来
を

つ
く
る

”
で
ん
き

”
の
選
び

方
」
～
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
現
状
～
」
の
演
題
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

《
講
演
の
主
な
内
容
》

太
陽
光
が
原
発
を
凌
駕

◇
原
発
事
故
以
降
、
稼
働
原

発
は
ゼ
ロ
～
数
機
と
な
り
、

原
発
な
し
で
日
本
は
充
分
に

や
っ
て
い
け
ま
す
。
二
〇
一

九
年
の
電
源
構
成
統
計
で
は

原
子
力
六
・
五
％
、
太
陽
光

七
・
四
％
、
風
力
〇
・
二
％

と
、
再
生
可
能
な
電
源
が
原

子
力
を
凌
駕
し
力
を
発
揮
し

て
来
て
い
ま
す
。
菅
内
閣
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
（
地
球
の
炭
酸
ガ
ス
排

出
と
吸
収
を
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ

ス
ゼ
ロ
と
す
る
計
画
）
に
つ

い
て
、
日
本
も
二
〇
五
〇
年

を
目
標
に
実
現
す
る
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
具
体

的
な
計
画
は
明
瞭
で
は
な
く

発
電
時
に
は
炭
酸
ガ
ス
を
出

さ
な
い
と
す
る
原
発
や
、
炭

酸
ガ
ス
を
固
化
し
て
回
収
す

る
計
画
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
な
ど

が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
躍

進
す
る
世
界
と
連
帯
し
新
し

い
時
代
に
相
応
し
い
政
策
へ

大
転
換
す
べ
き
で
す
。

電
力
の
自
由
化
の
進
展

◇
日
本
の
電
力
自
由
化
は
、

二
〇
一
六
年
四
月
に
小
売
り

全
面
自
由
化
、
二
〇
二
〇
年

に
は
送
配
電
部
門
の
法
的
分

離
が
実
現
し
、
「
電
気
を
創

る
部
分
」
と
「
電
気
を
売
る

部
分
」
が
自
由
化
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
「
電
気
を
送
る

送
電
線
部
分
」
が
そ
の
ま
ま

独
占
体
制
に
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
中
で
、
地
域
住
民

が
管
理
出
来
る
コ
ミ
ュ
ミ
テ

ィ
パ
ワ
ー
と
し
て
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
育
て
て
行

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

脱
原
発
の
電
気
に

パ
ワ
ー
シ
フ
ト
し
よ
う

◇
「
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
」
と
い

う
の
は
「
電
力
会
社
を
選
ぶ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
場

合
、
私
達
が
知
る
べ
き
こ
と

は
、
送
電
線
を
流
れ
る
電
気

は
、
原
発
の
も
の
で
あ
れ
、

石
炭
や
石
油
の
火
力
、
天
然

ガ
ス
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
れ
物
理
的
に
は
皆
、
同

じ

”
電
気

”
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

し
か
し
今
で
は

そ
の
発
電
元
と
使
用
先
の
電

力
量
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記

録
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
ど
こ
の
「
電
気
会

社
」
と
契
約
し
て
も
、
発
電

送
電
受
電
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
デ
ー
タ
に
従
っ
て

正
し
く
決
済
さ
れ
ま
す
。
電

力
会
社
を
変
更
す
る
と
い
う

こ
と
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

書
類
上
」
の
こ
と
で
す
。「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に

取
り
組
ん
で
い
る
電
気
会

社
」
に
契
約
変
更
す
れ
ば
み

ん
な
で
脱
原
発
の
電
気
を
育

て
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

女
川
町
議
会
議
員
の
阿
部
美

喜
子
さ
ん
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン

報
告
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
秋
、
女
川
原
発
二
号

機
に
つ
い
て
宮
城
県
知
事
は

女
川
町
と
石
巻
市
と
と
も
に

形
だ
け
の
住
民
説
明
会
で
、

「
再
稼
働
の
地
元
同
意
」
を

強
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地

震
や
津
波
の
危
険
を
無
視
し
、

温
暖
化
対
策
に
も
逆
行
す
る

暴
挙
で
す
。
二
月
一
三
日
に

福
島
県
沖
の
Ｍ
７
地
震
に
ひ

や
り
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が

住
民
の
避
難
計
画
も
全
く
不

備
で
す
。
再
稼
働
す
れ
ば
原

発
か
ら
毎
秒
六
〇
㌧
も
の
摂

氏
四
七
～
八
度
の
温
排
水
が

排
水
さ
れ
、
漁
業
な
ど
地
域

産
業
に
甚
大
な
悪
影
響
を
も

た
ら
し
、
岩
手
県
に
も
影
響

が
及
び
ま
す
。
共
に
闘
い
ま

し
ょ
う
。

三
月
七
日
、
県
公
会
堂
大
ホ
ー

ル
で
さ
よ
う
な
ら
原
発
岩
手
県
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
対
策
の

も
と
、
岩
手
県
内
四
四
団
体
か
ら

約
一
四
〇
人
が
会
場
に
参
集
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
人
々
に
も
同

時
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
ア
ピ

ー
ル
で
は
「
福
島
事
故
後
一
〇
年
、

再
び
悲
惨
な
事
故
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
、
こ
の
国
の
大
地
と
環
境

を
守
り
未
来
の
た
め
に
原
発
の
な

い
社
会
を
共
に
求
め
て
行
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
宮

城
県
村
井
嘉
裕
知
事
に
「
女
川
原

発
二
号
機
再
稼
働
の
地
元
同
意
撤

回
要
請
書
」
を
、
東
北
電
力
社
長

へ
は
「
再
稼
働
に
つ
い
て
の
岩
手

県
民
へ
の
説
明
要
請
書
」
を
集
会

実
行
委
員
会
と
し
て
送
付
し
ま
し

た
。

終
了
後
の
ア
ピ
ー
ル
行
進

に
は
約
二
〇
〇
人
が
参
加
し
、
三

密
対
策
を
充
分
に
行
い
、
街
宣
車

の
流
す
「
げ
ん
ぱ
つ
、
い
ら
な
い

ソ
ン
グ
」
に
合
わ
せ
て
、
多
様
で

カ
ラ
フ
ル
な
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ

盛
岡
市
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。


